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昔おきなわ風景探索
沖縄県公文書館所蔵の写真と空中写真

バス（首里バス）が首里から那覇へ下っていく坂道のようです。1955 年頃の写真と思われます。
当時のガードレールは、写真のように丸い円筒形でした。写真右側の斜面には現在大きなホテ

ルが建っています。右側の標高 42 ｍの丘は今でも残っているので目印となります。その背後には、
松島と真嘉比付近、さらに写真の遠方には米軍の住宅地がみえます。琉球政府時代の沖縄島南部の
風景はススキが目立ちました。この写真にも、道沿いには多くのススキがみられます。

Ｑ．どこでしょうか？

No.4
2024 年 10 月

地図を表示

1955 年？

（写真番号：056697 をカラー処理）

Ａ．那覇市首里山川町

写真が語る沖縄



① 1948 年（写真番号：13-43-4） ② 1961 年 8 月（写真番号：049551） 　
④⑤ 1963 年 2 月 25 日「首里高校視察」（写真番号：000826, 000827）

③ 1963 年 2 月 25 日、真嘉比付近（④と⑤の写真をつないで編集）
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表紙のＱＲコードで示された場所は、那覇市首里山川町から松川に下っていく坂道です。1962
年 10 月 25 日撮影の空中写真に表紙の写真のおよその位置を赤矢印で示します。下の写真①

②もほぼ同じ位置です。青矢印は標高 42ｍの丘。紫矢印は首里高校、緑矢印は松島中学校です。

1962 年 10 月

写真③は、左下の写真２点④⑤をつない
で編集しました。当時の首里高校からみ
た風景になります。右側には松島中学校、
真嘉比付近、遠方には興南高校、さらに
その背後には米軍の住宅がみえます。

写真の説明は「1961 年 2 月 28 日那覇末吉宮からの風景？」となっています。手前の集落は末吉で左側には酒造工場と思われる煙
突がみえます。背後の丘は現在の松島中学校付近で、さらに遠方には米軍の住宅が広がっています。現在は、新都心となっており、
その付近は、道路、建物、都市モノレールが施され、当時の面影がみられなくなっています。（写真番号：048235）

（写真番号：AP621025A2_206, 208, 217, 219 を接合）
（写真番号：048235）



沖縄県公文書館デジタルアーカイブ

アメリカ統治下にあった
頃の写真や空中写真を公
開しています。

那覇市松川付近（1953-54 年頃、場所：地図の緑丸付近）
（写真番号：057684）
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前頁の矢印の位置を現在の地図（国土地理院）に
落としてみました。地図上の赤、青、紫、緑色の
矢印は空中写真とほぼ同じ位置になります。右側
の写真は、観音堂付近から撮影したと思われ、地
図の緑丸の付近が写っています。


